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水
無
月
は
一
日
に
宮
代
神
饌
田
の
「
御
田
植
祭
」
を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
昨
年
同

様
に
森
町
教
育
委
員
会
及
び
地
元
の
森
町
立
旭
が
丘
中
学
校
の
ご
指
導
ご
協
力
を
戴
き
、

大
勢
の
生
徒
達
に
お
田
植
え
の
奉
仕
ま
た
お
囃
子
の
奉
納
演
奏
を
し
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
初
夏
の
蒸
し
暑
い
気
候
の
中
、
一
生
懸
命
の
ご
奉
仕
に
心
よ
り
感
謝
い
た
し
ま
す
。

地
方
で
さ
え
も
田
植
え
を
体
験
し
た
こ
と
の
あ
る
子
供
が
少
な
く
な
っ
て
き
て
い
る
現

状
で
す
が
、
稲
作
文
化
に
触
れ
な
が
ら
、
さ
ら
に
環
境
問
題
・
食
の
問
題
へ
と
視
点
が

広
が
る
こ
と
を
期
待
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
晦
日
に
は
「
夏
越
の
大
祓
式
」
を
斎
行

い
た
し
ま
し
た
。
「
茅
の
輪
く
ぐ
り
」
は
参
列
し
た
方
々
と
一
緒
に
神
事
を
行
い
ま
す

が
、
こ
の
よ
う
な
参
加
型
の
神
事
が
将
来
的
に
は
も
っ
と
増
え
る
と
良
い
と
思
い
ま
す
。 

　
さ
て
「
御
鎮
座
一
四
五
〇
年
記
念
事
業
」
の
最
終
事
業
で
あ
り
ま
す
「
斎
館
並
び
に

参
拝
者
休
憩
所
」
の
建
設
で
す
が
、
予
定
地
に
な
っ
て
お
り
ま
す
旧
社
務
所
の
解
体
工

事
が
六
月
初
旬
に
は
終
了
い
た
し
ま
し
た
。
現
在
は
先
ず
初
め
に
倉
庫
の
建
設
を
実
施

し
て
お
り
ま
す
。
解
体
前
は
参
道
か
ら
宮
川
の
風
景
は
見
え
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
今
は

新
緑
が
望
め
ま
す
。
新
し
い
斎
館
が
出
来
る
ま
で
の
期
間
限
定
の
景
色
で
す
。
ど
う
ぞ

お
楽
し
み
く
だ
さ
い
。
ま
た
、
旧
社
務
所
前
に
あ
り
ま
し
た
参
拝
者
休
憩
所
も
同
時
期

に
解
体
し
、
氏
子
地
区
の
八
雲
神
社
に
移
さ
れ
御
本
殿
の
覆
屋
と
し
て
建
築
さ
れ
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
神
社
建
物
の
材
料
を
再
利
用
す
る
こ
と
は
よ
く
あ
る
こ
と
で
、
伊
勢
神
宮

で
は
御
遷
宮
の
度
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。 

　
と
こ
ろ
で
、
参
集
殿
の
裏
手
に
は
二
本
の
木
が
絡
み
合
っ
て
い
る
よ
う
な
形
を
し
て

い
る
通
称
「
ひ
ょ
う
の
き
」
が
あ
り
ま
す
。
平
成
十
六
年
に
森
町
の
天
然
記
念
物
に
登

録
さ
れ
た
樹
木
で
す
。
学
名
「
梼
」
（
い
す
）
で
、
マ
ン
サ
ク
科
に
属
し
暖
地
の
山
中

に
自
生
す
る
常
緑
樹
で
す
。
最
近
、
こ
の
木
に
お
参
り
さ
れ
る
方
々
が
た
び
た
び
見
う

け
ら
れ
ま
す
。
特
に
若
い
女
性
の
方
が
多
い
い
よ
う
で
す
。
こ
の
ひ
ょ
う
の
木
は
当
社

の
縁
結
び
の
御
神
木
と
し
て
長
い
間
信
仰
さ
れ
親
し
ま
れ
て
き
ま
し
た
。
葉
に
イ
チ
ジ

ク
状
の
穴
の
あ
い
た
虫
こ
ぶ
が
で
き
、
風
が
吹
く
と
「
ヒ
ョ
ウ
」
と
音
が
し
て
、
男
神

が
女
神
を
呼
ぶ
際
の
笛
と
し
て
使
わ
れ
た
と
も
伝
わ
れ
て
い
ま
す
。
作
家
・
白
洲
正
子

氏
著
の
平
凡
社
文
庫
『
木
﹇
な
ま
え
・
か
た
ち
・
た
く
み
﹈
』
の
一
説
を
読
ま
れ
て
参

拝
に
来
ら
れ
た
方
も
い
る
よ
う
で
す
。
縁
結
び
は
男
女
の
間
の
こ
と
だ
け
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
神
と
人
、
人
と
人
、
人
と
仕
事
等
様
々
で
あ
り
ま
す
。
皆
様
方
に
お
か
れ
ま
し

て
は
、
向
暑
の
折
ご
自
愛
下
さ
い
ま
し
て
、
お
健
や
か
に
暮
ら
さ
れ
ま
す
こ
と
を
切
に

お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

向
暑
の
折
か
ら 
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稚児行列奉仕者一同（4月20日） 氏子地区の子供会による樽みこし（4月20日） 

十二段舞楽「色香の舞」の奉奏（4月20日） 

御本殿と神輿（4月20日） 

神幸祭の巫女舞奉奏（4月20日） 

勅使役・小栗  啓氏（左）（4月20日） 

  
　
四
月
十
八
日
（
金
）
午
前
十
時
よ
り
例
祭

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
本
年
は
神
社
本
庁
総

長
・
静
岡
県
神
社
庁
長
・
三
嶋
大
社
宮
司
矢

田
部
正
巳
様
、
崇
敬
奉
賛
会
会
長
の
鈴
覚

（
株
）
代
表
取
締
役
社
長
鈴
木
覺
様
を
始
め

大
勢
の
皆
様
の
ご
参
列
を
賜
り
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
諸
祭
典
・
行
事
が
そ
れ
ぞ
れ
行
わ
れ
、

十
七
日
（
木
）
は
詠
歌
を
神
前
に
奉
告
す
る

「
献
詠
祭
」
ま
た
前
日
祭
の
斎
行
、
十
九
日

（
土
）
は
氏
子
地
区
で
新
た
に
出
生
及
び
転

入
さ
れ
た
方
を
神
前
に
奉
告
す
る
「
氏
子
入

り
奉
告
祭
」
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
拝
殿
前

の
舞
殿
に
お
い
て
は
国
指
定
重
要
無
形
民
俗

文
化
財
の
十
二
段
の
古
式
舞
楽
の
試
楽
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
二
十
日
（
日
）
午
後
二
時
の

神
幸
祭
は
生
憎
の
天
候
と
な
り
、
神
輿
渡
御

ま
た
途
中
ま
で
行
わ
れ
て
い
た
勅
使
行
列
も

雨
儀
に
よ
る
斎
行
と
な
り
ま
し
た
。
本
年
の

勅
使
役
は
崇
敬
奉
賛
会
理
事
の
小
栗
啓
様
に

ご
奉
仕
を
戴
き
ま
し
た
が
突
然
の
雨
に
少
々

残
念
な
ご
様
子
で
し
た
。
可
愛
ら
し
い
衣
装

を
身
に
ま
と
っ
た
お
稚
児
さ
ん
達
も
ま
た
行

列
が
中
止
と
な
り
祭
典
参
列
後
そ
れ
ぞ
れ
に

記
念
撮
影
な
ど
し
て
過
ご
し
ま
し
た
。
奉
奏

本
番
と
な
る
古
式
舞
楽
は
午
前
十
一
時
よ
り

午
後
八
時
頃
ま
で
十
二
段
の
演
目
が
無
事
に

舞
わ
れ
氏
子
の
安
泰
と
繁
栄
を
祈
願
い
た
し

ま
し
た
。
終
了
後
に
は
福
袋
引
替
券
入
り
投

げ
餅
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
境
内
で
は
新
茶
手

揉
の
実
演
・
弓
道
愛
好
会
に
よ
る
大
弓
会
が

催
さ
れ
、
参
道
に
は
露
店
が
軒
を
列
ね
る
な

ど
し
て
終
日
参
拝
者
に
て
賑
わ
い
ま
し
た
。 

しきこう 
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ヤ
マ
ハ
発
動
機
㈱
森
町
工
場 

㈲
太
田
茶
店 

保
食
や 

マ
ル
ミ
塗
装 

㈱
デ
イ
ト
ナ 

大
場
獣
医
科
医
院 

都
野
加
工
所
㈲ 

青
木
恒
産 

㈲
ア
マ
ノ 

三
木
の
里
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

日
本
温
装
工
業
㈱ 

松
田
歯
科
医
院 

魚
泰 

㈲
富
士
鉄
工 

㈲
大
寶
建
設 

金
山
化
成
シ
ズ
オ
カ
㈱ 

ヤ
ス
マ
㈱
静
岡
工
場 

山
本
環
境
整
備
㈱ 

杉
本
金
属
工
業
㈱ 

長
岡
香
料
㈱
静
岡
工
場 

サ
ン
フ
ー
ド
機
販
㈱
静
岡
工
場 

㈲
加
藤
は
つ
り
工
業
所 

太
雄
工
業
㈱ 

ぴ
あ
タ
ウ
ン 

シ
ャ
ト
ー
中
川 

菓
匠
あ
さ
お
か 

鈴
木
農
園 

㈱
伸
孝 

あ
さ
ひ
な
㈱ 

㈱
ダ
イ
ゴ 

㈲
す
ず
き
工
業 

㈱
鈴
木
建
装 

㈲
朝
比
奈
造
園 

㈲
ヤ
マ
ニ
シ
建
築 

石
橋
　
寛
一 

ユ
ー
シ
ン
㈲ 

野
口
園 

㈲
ウ
ォ
ー
ク 

亀
山
　
　
男 

毛
利
　
多
克 

大
塚
彫
刻
工
芸 

カ
ル
ト
㈱ 

㈲
今
泉
土
木 

フ
ナ
ギ
テ
ッ
ケ
ン
㈱ 

エ
ム
ケ
イ
デ
ン
キ
㈲ 

ハ
マ
ネ
ツ
㈱
森
町
工
場 

カ
ッ
ト
ハ
ウ
ス
オ
オ
タ 

遠
州
ボ
デ
ー
㈲ 

㈲
一
木
機
械
店 

㈲
大
井
製
作
所 

深
井
無
線
工
業
㈱
森
町
工
場 

大
同
ア
ミ
ス
タ
ー
㈱
静
岡
工
場 

か
ね
と
よ
㈱ 

ツ
カ
モ
ト
㈱ 

㈲
北
島
電
気 

㈲
桜
井
工
業
所 

㈲
守
屋
モ
ー
タ
ー 

㈲
ム
ラ
マ
ツ
住
建 

内
山
商
会
山
梨
店 

家
本
工
務
店 

や
ま
ひ
ろ
㈱
関
東
工
場 

日
本
工
機
㈱ 

ア
カ
ネ
造
園
土
木
㈲ 

小
栗
　
啓 

イ
ン
テ
リ
ア
村
松
㈲ 

山
田
建
設 

サ
ン
シ
ョ
ー
運
輸 

高
木
建
築 

高
木
工
業 

森
町
ゆ
ら
ら 

森
の
び
よ
う
し
つ 

鈴
伍
酒
店 

ヘ
ヤ
ー
サ
ロ
ン
タ
カ
ギ 

森
の
カ
フ
ェ 

ひ
だ
ま
り 

㈲
萩
原
造
園 

共
栄
土
建
㈲ 

袴
田
製
作
所
㈱
森
町
工
場 

百
々
や 

一
宮
郵
便
局 

鈴
木
土
建
㈱ 

暁
雲
窯 

㈱
ザ
・フ
ォ
レ
ス
ト
カ
ン
ト
リ
ー
ク
ラ
ブ 

㈲
石
田
茶
店 

㈲
鈴
木
次
郎
商
店 

㈱
島
商
店 

松
浦
製
茶
㈱ 

栗
田
商
店 

遠
州
中
央
農
協
一
宮
支
店 

入
鹿
ハ
ム 

山
本
美
容
院 

美
容
室
た
け
し
の
店 

田
中
屋
酒
店 

三
幸
産
業
㈱ 

家
本
建
機
工
業
㈱ 

木
創
工
房
　
森
童 

サ
ン
ワ
環
境
整
備
㈱ 

㈲
天
野
業
務
店 

美
容
室
な
か
ね 

東
京
理
容 

堀
内
ふ
と
ん
店 

金
原
石
油 

す
ず
き
美
容
室 

西
尾
工
務
店 

豊
一
商
店 

青
木
　
恒
産 

デ
ー
フ
ラ
ッ
ト 

一
宮
米
店 

㈲
タ
カ
ギ
商
店 

佐
野
鳶
工
業 

西
村
医
院 

家
本
工
務
店 

さ
く
ら
水
道 

伊
藤
米
穀
店 

㈲
栄
産
業 

長
谷
川
建
具
店 

㈲
三
鈴
技
研
工
業 

鈴
木
造
園
㈲ 

高
柳
米
穀
店 

ビ
ュ
ー
テ
ィ
ー
サ
ロ
ン 

タ
カ
ヤ
ナ
ギ 

㈱
川
口
組 

永
田
　
寛
實 

田
中
　
正
善 

加
藤
　
　
修 

大
場
　
満
明 

㈲
信
濃
精
密 

 

氏
子
各
地
区
よ
り
神
賑

料
の
ご
奉
賛
を
戴
き
ま

し
た
こ
と
厚
く
御
礼
申

し
上
げ
ま
す
。 

北
島
糀
店 

㈱
三
愛
工
芸 

小
國
神
社
指
定
売
店 

㈱
阿
部 

倉
見
建
設
㈱ 

㈱
さ
の
や
会
館 

み
ど
り
写
真
館 

高
塚
印
刷
所 

森
下
建
設
㈱ 

榛
葉
工
芸 

㈱
松
下
装
束
店 

㈱
小
倉
商
店 

春
日
屋 

セ
コ
ム
㈱
磐
田
支
社 

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス 

　     

エ
ム・エ
ス・
シ
ー 

㈱
村
上
社
寺
工
芸
社 

モ
リ
シ
タ
デ
ザ
イ
ン

㈱
長
谷
川
製
作
所 

㈱
プ
ロ
ハ
イ
サ
ー
ビ
ス 

㈲
浦
野
モ
ー
タ
ー
ス 

㈲
大
島
寅
次
郎
商
店 

㈱
三
永 

㈲
久
志
本 

小
島
屋
松
鶴 

京
都
奉
製
㈱ 

大
石
糀
店 

岡
野
建
設
㈱ 

大
沼
建
設
㈱ 

豊
田
合
成
㈱
森
町
工
場 

政
和
電
気
㈲ 

常
陸
神
宝
㈱ 

㈱
天
信
堂 

 

森
　
町 

茨
城
県 

森
　
町 

栃
木
県 

森
　
町 

袋
井
市 

森
　
町 

掛
川
市 

森
　
町 

島
田
市 

京
都
府 

森
　
町 

袋
井
市 

磐
田
市 

 

袋
井
市 

兵
庫
県 

森
　
町 

埼
玉
県 

磐
田
市 

森
　
町 

福
島
県 

森
　
町 

東
京
都 

袋
井
市 

京
都
市 

森
　
町 

森

町

 

森

町

 

森

町

 

森

町

 

茨
城
県 

大
阪
府 

 

白
幡
　
富
幸                 

大
場
　
　
篤                 

大
場
喜
久
司 

天
野
智
加
志 

小
澤
　
広
一 

大
場
　
詞
信 

北
嶋
　
恵
介 

内
藤
　
廣
明 

高
木
　
　
誠 

鈴
木
　
勝
幸 

小
林
　
　
　 

大
塚
　
静
雄 

大
場
　
滉
太 

佐
藤
　
瑞
樹 

鈴
木
　
凱
矢 

小
池
　
竜
也 

鶴
見
　
槇
也 

村
松
　
俊
哉 

鈴
木
　
　
望 

佐
野
　
太
郎

小
川
　
恭
正 

朝
比
奈
　
斉 

山
本
　
一
幸 

鈴
木
　
勝
浩 

嶋
田
　
秀
邦 

狩
野
　
高
士 

鈴
木
　
昌
人 

西
尾
　
　
享 

成
瀬
　
満
雅 

鶴
見
　
俊
之 

野
口
　
雅
人 

大
場
　
　
学 

白
幡
磨
佐
彦 

鶴
見
　
和
弘 

岩
瀬
　
公
紀 

塩
澤
太
佳
夫 

鈴
木
　
裕
也 

内
山
　
敬
浩 

村
松
浩
一
郎 

                         

副
指
南
役 

行
事 

 

師
匠 

   

師
匠
見
習

　 衣
裳
方 

 

稚
児 

   

太
平
楽 

  

 

色
香 

   

安
摩 

 

二
の
舞 

  

陵
王 

 

納
蘇
利 

 

獅
子 

     

舞楽人一同（4月19日） 

巫女舞 稚児舞 太平楽 

鶴見　槇也・村松　俊哉 
鈴木　　望・佐野　太郎 

大場　滉太・佐藤　瑞樹 
鈴木　凱矢・小池　竜也 

山下静里花・山下真菜実 
鶴見　梨帆・村松　朋美 

指
南
役
・
楽
頭 

（
敬
称
略
） 

古
式
舞
楽
奉
仕
者
御
芳
名 

（
敬
称
略
） 

太
平
楽
・
稚
児
舞
・
巫
女
舞 

    

奉
仕
者
御
芳
名 



  

　
六
月
一
日
（
日
）
午
前
十
一
時
よ
り
宮
代

地
区
神
饌
田
に
お
き
ま
し
て
「
御
田
植
祭
」

を
斎
行
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
天
候
に
恵

ま
れ
、
森
町
教
育
委
員
会
の
ご
協
力
を
戴
き
、

江
戸
時
代
の
文
献
を
も
と
に
再
現
し
た
特
別

な
神
饌
を
祭
壇
に
お
供
え
し
、
奉
耕
者
の
筒

井
輝
男
様
を
始
め
多
数
の
皆
様
方
の
ご
参
列

に
よ
り
祭
典
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
終
了
後
、

五
月
男
・
五
月
女
姿
の
森
町
立
旭
が
丘
中
学

校
の
生
徒
達
が
田
植
え
唄
の
曲
に
合
わ
せ
て

お
田
植
え
を
し
ま
し
た
。
引
き
続
き
有
志
の

生
徒
に
よ
る
お
囃
子
に
合
わ
せ
て
敬
神
婦
人

会
の
皆
様
に
よ
る
お
田
植
え
を
お
こ
な
い
、

今
年
の
豊
作
を
祈
願
い
た
し
ま
し
た
。 

4

献
茶
祭
の
斎
行 

宮
代
神
饌
田「
御
田
植
祭
」の
斎
行 

記
念
事
業
の
進
捗
状
況 

平成20年7月1日 第23号 玉 垂  

宮代神饌田「御田植祭」奉仕の森町立旭が丘中学校の生徒達 

旧社務所の跡地 

花菖蒲の開花 

献茶祭のお手前 

旧休憩所の移築 

平
成
二
十
年
の
花
菖
蒲
園 

  

　
本
年
の
花
菖
蒲
園
は
、
昨
年
よ
り
数
日
早

く
開
花
い
た
し
ま
し
た
の
で
五
月
二
十
四
日

（
土
）
に
開
園
し
、
六
月
二
十
二
日
（
日
）
ま

で
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
こ
こ
数
年
継
続
施

工
し
て
い
る
園
内
の
土
壌
改
良
の
成
果
も
み

ら
れ
、
早
生
・
中
・
遅
咲
と
一
三
〇
種
四
十

万
本
の
花
が
咲
き
競
い
、
入
園
者
の
皆
様
に

お
楽
し
み
い
た
だ
き
ま
し
た
。
期
間
中
は
花

菖
蒲
の
株
の
販
売
も
し
て
お
り
、
お
気
に
入

り
の
花
を
お
求
め
に
な
る
方
が
多
く
見
ら
れ

ま
し
た
。
六
月
八
日
の
日
曜
日
に
は
、
「
花

し
ょ
う
ぶ
ま
つ
り
」
を
開
催
し
、
琴
・
尺
八

演
奏
、
お
茶
会
、
山
野
草
展
示
及
び
即
売
が

催
さ
れ
終
日
賑
わ
い
ま
し
た
。 

　
閉
園
後
は
、
来
年
の
開
花
の
た
め
の
植
替

え
作
業
が
始
ま
り
ま
し
た
。
毎
年
こ
の
時
期

に
園
内
の
半
分
づ
つ
を
株
分
け
し
て
植
替
え

ま
す
。
こ
の
地
道
な
作
業
が
き
れ
い
な
花
を

咲
か
せ
る
ポ
イ
ン
ト
で
す
。
是
非
明
年
も
多

く
の
皆
様
の
ご
来
園
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。 

  
　
四
月
二
十
三
日
（
水
）
午
前
十
時
よ
り
献

茶
祭
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
こ
の
献
茶
祭
は
、
毎
年
当
社
の
御
例
祭
（
神

幸
祭
）
に
合
わ
せ
て
斎
行
さ
れ
て
お
り
ま
し

た
が
、
本
年
森
町
の
茶
業
を
生
業
と
す
る
人

達
に
よ
っ
て
「
小
國
神
社
献
茶
会
」
が
結
成

さ
れ
た
こ
と
を
う
け
、
毎
年
四
月
下
旬
に
斎

行
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
森
町
茶
商
組
合
組
合
長
・
献
茶

会
会
長
の
鈴
木
康
之
様
始
め
森
町
長
村
松
藤

雄
様
・
県
議
会
議
員
岩
瀬
護
様
・
奥
之
山
隆

様
な
ど
大
勢
の
皆
様
に
ご
参
列
賜
り
無
事
滞

り
な
く
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
祭
典
の

中
で
は
献
茶
式
が
行
わ
れ
煎
茶
道
清
風
流
天

野
智
堂
様
よ
り
お
手
前
の
ご
奉
仕
を
い
た
だ

き
、
祭
典
終
了
後
に
は
福
徳
「
神
饌
茶
」
発

売
記
念
式
典
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

　
尚
、
献
茶
会
で
は
毎
年
四
月
の
献
茶
祭
は

も
と
よ
り
毎
月
一
日
の
当
社
月
次
祭
に
国
家

国
民
の
安
寧
を
願
い
、
お
茶
を
神
饌
（
お
供

え
物
）
と
し
て
欠
か
さ
ず
献
上
し
て
お
り
、

こ
の
度
「
神
饌
茶
」
と
し
て
同
様
の
極
上
茶

を
皆
様
に
お
分
け
す
る
こ
と
と
な
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
神
饌
茶
は
、
小
國
神
社
指
定
売
店
及

び
森
町
茶
商
組

合
加
盟
店
に
て

販
売
致
し
て
お

り
ま
す
の
で
、

是
非
と
も
ご
賞

味
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
ご
案
内

申
し
上
げ
ま
す
。 



 

匿
　
　
　
名 

   

高
柳
　
節
義 

  

大
場
　
き
み 

小
澤
　
和
子 

沓
掛
　
光
男 

小
澤
　
幸
子 

武
蔵
島
　
尚 

谷
中
十
一
組 

佐
々
木
紀
好 

  

小
澤
　
賢
市 

 

 

㈱
鈴
木
長
十
商
店 

鈴
木
　
康
之 

（
宗
）法
華
山
王
清
浄
講
社 

松
　
　
尚
也 

  

㈲
久
志
本 

㈱
ネ
ク
サ
ス
コ
ー
ポ
レ
ー
シ
ョ
ン 

　
林
　
　
滋 

  

㈲
く
ら
し
ま 倉

島
　
正
三  

  

 

村
松
　
康
博 

稲
垣
　
ま
き 

田
中
　
淳
夫 

谷
野
允
千
帆 

  

小
野
　
清
廣 

伊
藤
　
正
士 

日
名
地
り
つ
子 

鈴
木
　
満
明 

榑
林
　
誠
一 

山
田
　
涼
子 

本
多
　
正
彦 

石
原
　
慶
一 

内
山
　
正
昭 

5

  

　
六
月
三
十
日
（
月
）
午
後
三
時
よ
り
夏
越

の
大
祓
式
が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。 

　
当
日
は
、
氏
子
内
外
よ
り
大
勢
の
方
が
ご

参
列
さ
れ
、
罪
や
け
が
れ
を
身
代
わ
り
と
し

た
人
形
を
前
に
神
職
と
と
も
に
お
祓
い
を
受

け
、
手
に
し
た
切
麻
に
て
身
を
清
め
ま
し
た
。 

　
ま
た
、
暑
い
夏
を
健
康
で
過
ご
せ
ま
す
よ

う
に
と
茅
の
輪
く
ぐ
り
の
神
事
も
行
わ
れ
、

く
ぐ
り
終
え
る
と
身
も
心
も
清
め
ら
れ
新
た

な
気
持
ち
に
立
ち
返
り
ま
し
た
。 

　
こ
の
大
祓
式
は
、
年
に
二
回
（
十
二
月
と

六
月
の
晦
日
）
行
わ
れ
て
お
り
、
当
日
ご
参

列
い
た
だ
け
れ
ば
神
職
と
と
も
に
お
祓
い
を

お
受
け
い
た
だ
け
ま
す
の
で
、
是
非
と
も
ご

家
族
の
皆
様
お
揃
い
で
お
申
し
込
み
の
上
、
ご

参
列
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
ご
案
内
申
上
げ
ま
す
。 

　
尚
、
大
祓
の
人
形
は
一
ヶ
月
前
よ
り
ご
祈

祷
を
お
受
け
い
た
だ
き
ま
し
た
方
々
に
、
ま

た
は
社
頭
に
て
お
頒
け
致
し
て
お
り
ま
す
。

ご
希
望
の
方
は
当
社
ま
で
お
問
い
合
わ
せ
下

さ
い
。 

　
　
小
國
神
社
社
務
所
　
大
祓
係 

　
　
Ｔ
Ｅ
Ｌ
　
〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
〇
二 

　
　
Ｆ
Ａ
Ｘ    

〇
五
三
八
ー
八
九
ー
七
三
六
七 

 

夏
越
の
大
祓
式
斎
行 

平成20年7月1日 第23号 玉 垂  

夏越の大祓式「芽の輪神事」 

睡蓮（すいれん） 

神幸所の改修工事の実施 

以
上 

以
上
以
上 

以
上 

以
上 

以
上 

以
上 

以
上
以
上 

以
上
以
上 

以
上
以
上 

茗荷（みょうが） 
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陣羽織 

ー
遠
州
報
國
隊
ー 

宮川の紅葉 

え
ん
し
ゅ
う
ほ
う 

こ
く 

た
い 

崇
敬
奉
賛
会 

森
町
支
部
の
結
成 

  

　
去
る
平
成
十
七
年
、
御
鎮
座
一
四
五
〇
年

を
迎
え
る
に
あ
た
り
既
存
の
「
崇
敬
会
」
「
奉

賛
会
」
「
甲
子
講
」
を
集
結
し
、
御
祭
神
の

神
徳
宣
揚
を
通
じ
森
林
の
保
全
に
努
め
、
神

社
の
発
展
に
寄
与
す
る
「
小
國
神
社
崇
敬
奉

賛
会
」
を
設
立
い
た
し
ま
し
た
。 

　
こ
れ
を
本
部
と
い
た
し
ま
し
て
本
年
四
月
、

も
と
よ
り
神
社
に
対
し
ご
理
解
・
ご
尽
力
を

賜
り
ま
す
森
町
在
住
の
皆
様
に
よ
り
ま
し
て

「
小
國
神
社
崇
敬
奉
賛
会
森
町
支
部
」
が
天

皇
陛
下
御
即
位
二
十
年
を
記
念
し
結
成
さ
れ

ま
し
た
。
本
部
の
規
約
に
基
づ
き
設
立
を
い

た
し
ま
し
た
の
で
、基
本
的
な
目
的
は
同
じ

で
す
が
、
更
に
地
域
の
発
展
・
地
球
の
環
境

保
全
に
努
め
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。 

　
現
在
は
、
松
井
晴
山

支
部
長
を
中
心
に
役
員

方
に
よ
り
会
員
の
拡
充

の
た
め
の
活
動
を
し
て

お
り
ま
す
が
、
今
後
は

本
部
を
支
え
な
が
ら
支

部
独
自
の
活
動
を
展
開

す
る
運
び
と
な
り
ま
す
。

至
っ
て
和
や
か
で
会
員

間
は
も
と
よ
り
地
域
と

の
交
流
が
深
め
ら
れ
る

集
ま
り
を
目
指
し
て
い

ま
す
。
森
町
の
み
な
ら
ず
、

周
辺
地
域
の
皆
様
に
お

き
ま
し
て
も
益
々
の
ご

理
解
・
ご
協
力
を
お
願

い
申
し
上
げ
ま
す
。 

    
　
第
六
回
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
は

撮
影
の
対
象
が
秋
の
時
期
だ
け

に
限
ら
ず
に
小
國
神
社
の
四
季

を
テ
ー
マ
に
し
て
開
催
い
た
し
ま

し
た
。
作
品
に
は
季
節
を
彩
る
草
花
や
祭
事
等

が
様
々
な
視
点
で
表
現
さ
れ
て
お
り
、
三
一

五
点
も
の
ご
応
募
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

　
本
年
の
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
も
昨
年
同
様
に

本
年
十
一
月
よ
り
明
年
六
月
ま
で
の
撮
影
期

間
を
設
け
、
平
成
二
十
一
年
六
月
末
日
締
切

り
に
て
皆
様
の
ご
応
募
を
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。
詳
し
く
は
、
写
真
コ
ン
テ
ス
ト
実
行

委
員
会
ま
で
お
問
い
合
せ
下
さ
い
。 

 

   

　
五
月
連
休
過
ぎ
か
ら
、
森
町
の
鈴
木
長
十

商
店
に
よ
り
企
画
・
経
営
さ
れ
ま
す
指
定
売

店
の
改
修
が
実
施
さ
れ
ま
し
た
。
旧
売
店
建

物
を
利
用
し
た
も
の
で
、
七
月
初
旬
に
「
和

風
の
カ
フ
ェ
」
が
オ
ー
プ
ン
し
、
「
お
み
や

げ
品
」
部
門
も
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。

さ
ら
に
今
後
は
、
十
月
二
十
五
日
（
土
）
に
、

「
小
國
・
こ
と
ま
ち
横
丁
」
と
し
て
グ
ラ
ン

ド
オ
ー
プ
ン
い
た
し
ま
す
の
で
、
今
後
と
も

よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

 

報國隊姓名録 

   

　
幕
末
期
に
古
学
の
研
究
等
を
す
る
遠
州
国

学
が
興
り
、
古
代
の
日
本
社
会
を
再
現
し
よ

う
と
す
る
運
動
が
起
こ
り
始
め
ま
し
た
。
そ

の
行
動
の
表
れ
と
し
て
、
王
政
復
古
を
実
現

さ
せ
た
東
征
軍
の
警
備
に
あ
た
る
べ
く
当
社

の
神
職
で
あ
っ
た
小
國
重
友
等
も
加
わ
り
「
遠

州
報
國
隊
」
を
結
成
し
ま
し
た
。
懇
願
に
よ

り
従
軍
を
許
さ
れ
江
戸
入
城
を
果
た
し
、
有

栖
川
宮
熾
仁
親
王
の
警
衛
に
つ
く
な
ど
明
治

新
政
府
設
立
に
貢
献
を
し
ま
し
た
。 

　
明
治
元
年
に
解
散
と
な
り
ま
し
た
が
、
当

時
の
「
報
國
隊
姓
名
録
」
や
「
御
感
状
」
、
ま

た
陣
羽
織
等
が
当
社
に
保
管
さ
れ
て
い
ま
す
。 
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一

日

 

六

日

 

十
八
日 

一

日

 

六

日

 

十
八
日 

二
十
一
日

二
十
三
日 

二
十
五
日 

二
十
五
日 

 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

月
次
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

一

日

 

六

日

 

十
八
日 

二
十
三
日 

三
十
一
日 

三
十
一
日 

 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

月
次
祭 

甲
子
祭 

境
内
地
譲
渡
記
念
祭 

愛
宕
神
社
例
祭 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
八
時
） 

（
午
前
九
時
） 

十
一
日 

十
七
日 

十
八
日 

十
八
日 

 

白
鬚
神
社
例
祭 

神
嘗
奉
祝
祭
・
神
嘗
祭
遙
拝
式 

月
次
祭 

福
神
像
頒
布
式 

 

（
午
後
二
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

 

一

日

 
三

日
 

六

日
 

七

日
 

十
五
日 

十
八
日 

十
九
日 

二
十
日

二
十
一
日 

二
十
三
日 

 

二
十
九
日 

三
十
日 

  

月
次
祭 

明
治
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

山
神
社
例
祭 

七
五
三
祝
祭 

月
次
祭
・
稲
祭 

疫
神
齋 

甲
子
祭 

地
鎮
祭 

新
嘗
祭 

奉
納
農
産
物
品
評
会 

紅
葉
祭
・
山
芋
賞
味
会 

も
み
じ
ま
つ
り 

 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
後
二
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
十
一
時
）

（
午
前
十
時
） 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

月
次
祭 

甲
子
祭 

秋
季
皇
霊
祭
遙
拝
式 

御
柱
祭 

敬
老
祭
安
心
祭 

 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
）

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
半
） 

 

一

日

 

六

日

 
 

月
次
祭 

本
宮
山
月
次
祭 

 

（
午
前
九
時
） 

（
午
前
十
時
） 

平
成
二
十
年
二
月
一
日
〜
平
成
二
十
年
五
月
三
十
一
日 

菊
川
市 

袋
井
市 

森
　
町 

磐
田
市 

磐
田
市 

森
　
町 

浜
松
市 

浜
松
市 

愛
知
県 

磐
田
市 

掛
川
市 

浜
松
市 

袋
井
市 

菊
川
市 

袋
井
市 

袋
井
市 

袋
井
市

三
重
県 

森
　
町 

袋
井
市 

袋
井
市 

袋
井
市 

磐
田
市 

掛
川
市 

森
　
町 

浜
松
市 

袋
井
市 

浜
松
市 

森
　
町 

袋
井
市 

森
　
町 

浜
松
市 

袋
井
市 

磐
田
市 

森
　
町 

磐
田
市 

掛
川
市 

愛
媛
県 

森
　
町 

浜
松
市 

袋
井
市 

磐
田
市 

磐
田
市 

袋
井
市 

菊
川
市 

岐
阜
県 

袋
井
市 

浜
松
市 

戸
塚
　
倖
陽 

近
藤
　
萌
菜 

佐
竹
　
藍
梨 

岩
本
　
統
馬 

向
山
　
怜
那 

小
栗
　
志
保 

三
浦
　
怜
奈 

太
田
　
彩
菜 

中
嶋
　
悠
貴 

山
田
　
侑
芽 

浦
野
　
楓
子 

岡
田
　
悠
雅 

鈴
木
　
　
望 

佐
藤
こ
こ
ろ 

織
田
　
啓
斗 

冨
田
　
竣
矢 

村
松
　
優
早 

森
下
　
陽
太 

亀
山
　
拓
士 

岡
本
清
士
朗 

守
屋
　
凛
音 

御
手
洗
　
蓮 

堀
川
　
竜
我 

山
口
蒼
一
郎 

小
平
　
鈴
華 

清
水
　
大
輝 

鈴
木
　
理
史 

森
　
友
枝
菜 

山
本
　
大
生 

加
藤
　
遼
玖 

　
木
　
啓
汰 

下
村
　
心
菜 

平
山
　
透
摩 

木
村
　
真
翔 

平
川
　
蒼
介 

山
西
ひ
か
り 

松
浦
　
里
緒 

照
嶋
　
春
磨 

大
塲
　
斗
喜 

大
場
　
奏
和 

奈
路
　
来
実 

中
村
　
百
花 

鈴
木
　
若
奈 

兼
子
　
絢
斗 

梅
田
　
蘭
丸 

高
松
　
祐
成 

市
川
　
太
陽 

岡
島
　
嵩
人 

○
当
社
で
は
、
お
子
様
の
命
名 

　
を
申
し
受
け
て
お
り
ま
す
。 

　
平
成
二
十
年
五
月
六
日
（
火
）
午
前
十
一

時
、
小
國
神
社
の
本
宮
山
に
て
「
青
葉
祭
」

が
斎
行
さ
れ
ま
し
た
。
帰
路
に
西
方
面
を

の
ぞ
む
と
、
天
竜
川
を
は
じ
め
浜
松
駅
前
の

ア
ク
ト
タ
ワ
ー
ま
で
見
え
ま
し
た
。 

ご
指
導
・
ご
鞭
撻
の
程
宜
し
く
お
願
い

い
た
し
ま
す
。 

 

ていしょうそう 

本宮山からの遠望 

巫
女 

小
島
　
衣
絵 

出
仕 

原
　
　
崇
洋 

巫
女 

内
藤
　
悦
子 



平
成
二
十
年
七
月
一
日 

「
玉
垂
」
（
た
ま
だ
れ
）
第
二
十
三
号 

題
字
揮
毫
　
神
社
本
廳
前
総
長
　
工
藤
　
伊
豆 

発
　
行

 
 

小
國
神
社
社
務
所 

郵
便
番
号
　
四
三
七
ー
〇
二
二
六 

住
　
所
　  

静
岡
県
周
智
郡
森
町
一
宮
三
九
五
六
ー
一 

電
話
番
号
　
〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
〇
二 

Ｆ
Ａ
Ｘ
　

〇
五
三
八
（
八
九
）
七
三
六
七 

印
　
刷
　   

㈲
デ
ザ
イ
ン
オ
フ
ィ
ス
　
エ
ム
・
エ
ス
・
シ
ー 

8

「
小
國
の
杜
・
点
描
」 

手もみ新茶による接遇（4月20日） 

端午祭の参列者へ菖蒲の授与（5月5日） 

JOC・福田富昭常務理事参拝（6月1日） 

総代一同が奉納の五色絹（4月1日） 西参道の石楠花（5月6日） 

敬神婦人会によるお田植え（6月1日） 

表
紙
写
真
に
つ
い
て 

編

集

後

記

 

　
平
成
二
十
年
五
月
十
四
日
（
水
）
午
前
十
時
、
宮

川
の
新
緑
を
撮
影
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
撮
影
ポ
イ

ン
ト
は
秋
の
紅
葉
の
時
期
に
も
良
い
場
所
と
し
て
皆

様
方
に
も
広
く
知
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
今
年
も
十
一

月
下
旬
頃
よ
り
の
紅
葉
の
色
づ
き
が
楽
し
み
で
す
。 

『
玉
垂
』
二
十
三
号
を
お
届
け
い
た
し
ま
す
。
春
か

ら
初
夏
の
祭
事
行
事
の
ご
報
告
を
さ
せ
て
戴
き
ま
し

た
。
「
御
田
植
祭
」
で
は
敬
神
婦
人
会
会
員
と
と
も

に
本
年
も
旭
が
丘
中
学
校
の
生
徒
に
ご
奉
仕
を
戴
き

ま
し
た
。
若
い
力
が
満
ち
あ
ふ
れ
、
良
い
伝
統
行
事

と
し
て
今
後
も
継
承
さ
れ
て
い
く
こ
と
と
思
い
ま
す
。

近
頃
早
朝
よ
り
双
眼
鏡
を
も
っ
た
方
々
が
境
内
に
よ

く
見
う
け
ら
れ
ま
す
。
バ
ー
ド
ウ
ォ
ッ
チ
ン
グ
で
神

社
に
生
息
す
る
野
鳥
の
観
察
を
さ
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
方
々
か
ら
の
お
話
に
よ
る
と
、「
静
岡
県
の
鳥-

サ
ン
コ
ウ
チ
ョ
ウ（
三
光
鳥
）-

が
境
内
林
に
営
巣
し

て
い
る
。」
そ
う
で
す
。
ひ
な
が
順
調
に
成
長
し
ま

し
た
ら
場
所
を
教
え
て
い
た
だ
け
ま
す
が
、
そ
れ
ま

で
は
静
か
に
見
守
り
た
い
と
の
こ
と
で
す
。 

○ 
     

○ 

平成20年7月1日 第23号 玉 垂  


